
　

協
議
会
は
、
東
松
山
市
、
桶
川
市
、

滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小
川
町
、
吉
見

町
、
と
き
が
わ
町
お
よ
び
東
秩
父
村

の
２
市
５
町
１
村
の
長
と
２
名
の
学

識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、
ご
み
処
理

基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
熱
回
収
施

設
の
整
備
並
び
に
業
務
の
運
営
主
体

と
な
る
一
部
事
務
組
合
（
＊
）
の
設

立
等
に
関
し
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

村
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
焼
却
を
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
、

小
川
町
、
と
き
が
わ
町
の
４
町
と
小
川
地
区
衛
生
組
合
を
組
織
し
、
共
同
で
処

理
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
処
理
施
設
は
稼
働
後
38
年
が
経
過
し
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
に
は
大
規
模
改
修
を
行
う
な
ど
、
経

年
的
な
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
良
好
な
生
活
環
境
を

保
持
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
ご
み

処
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
新
た
な
処
理
施
設
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
松
山
市
、
桶
川
市
、
吉
見
町
も
同
様
に
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

ご
み
処
理
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
８
市
町
村
で
協
議
を
重
ね
、
ご
み
の
適
正

処
理
、
経
済
性
、
熱
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
広
域
化
を
進
め
る
こ
と
が
有
効

な
手
法
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
３
月
に
埼
玉
中
部
広
域

清
掃
協
議
会
を
設
置
し
、
「
一
般
廃
棄
物
処
理
熱
回
収
施
設
（
＊
）
」
の
整
備

に
係
る
基
本
的
事
項
を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

新
施
設
整
備
の
基
本
理
念

　

協
議
会
で
合
意
し
た
新
施
設
整
備

に
係
る
基
本
理
念
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１　

環
境
と
安
全
に
徹
底
的
に
配
慮

　

し
、
構
成
市
町
村
の
循
環
型
社
会

　

に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
心
的
な

　

役
割
を
担
う
施
設
と
し
、
加
え
て

　

浸
水
対
策
に
つ
い
て
十
分
考
慮
し
、

　

災
害
対
策
拠
点
と
な
る
施
設
と
し

　

ま
す
。

２　

ご
み
の
焼
却
処
理
か
ら
発
生
す

　

る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す

　

る
「
一
般
廃
棄
物
処
理
熱
回
収
施

　

設
」
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

　

ー
の
機
能
を
持
つ
循
環
型
社
会
の

　

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
と
し
ま
す
。

３　

新
施
設
の
供
給
す
る
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
を
活
用
し
、
健
康
を
増
進
し
て

　

健
康
長
寿
に
寄
与
す
る
施
設
、
地

　

域
の
産
業
振
興
に
資
す
る
施
設
等

　

を
一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。

４　

施
設
整
備
事
業
は
、
真
に
必
要

　

な
施
設
を
、
効
率
的
か
つ
経
済
的

　

な
手
法
で
実
施
し
ま
す
。

５　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

　

住
民
の
声
を
反
映
し
て
整
備
し
、

　

広
く
親
し
ま
れ
る
施
設
と
す
る
こ

　

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
の
新
施
設
整
備
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
平
成
26
年
３
月
26
日
に
開

催
さ
れ
た
協
議
会
に
お
い
て
、
ご
み

処
理
基
本
計
画
、
施
設
整
備
構
想
お

よ
び
建
設
予
定
地
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
は
、
構
成
市

町
村
の
総
合
計
画
に
定
め
て
い
る
計

画
事
項
の
う
ち
、
一
般
廃
棄
物
処
理

行
政
に
お
け
る
事
項
を
具
体
化
す
る

た
め
の
施
策
方
針
を
示
す
も
の
で
、

施
設
整
備
に
あ
た
り
、
協
議
会
を
構

成
す
る
８
市
町
村
で
統
一
し
た
ご
み

ご
み
処
理
基
本
計
画

処
理
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
は
、
現
状
を

把
握
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
今
後
に
お
け
る
ご
み
処
理

の
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め
て

い
ま
す
。

１　

ご
み
の
発
生
・
排
出
抑
制
の
推
進

　
　

住
民
、
事
業
者
、
構
成
市
町
村

　

が
と
も
に
、「
使
い
尽
く
す
、
も

　

っ
た
い
な
い
、
ご
み
を
減
ら
す
」

　

を
考
え
、
発
生
抑
制
・
排
出
抑
制

　

・
再
使
用
を
推
進
し
、
資
源
物
の

　

分
別
の
徹
底
を
図
り
、
再
生
利
用

　

を
進
め
ま
す
。

２　

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　
　

住
民
、
事
業
者
が
参
加
・
協
力

　

で
き
る
、
わ
か
り
や
す
い
ご
み
の

　

分
別
区
分
と
資
源
化
の
仕
組
み
を

　

構
築
し
ま
す
。

３　

環
境
に
配
慮
し
た
適
正
処
理

　
　

の
推
進

　
　

適
正
・
安
全
・
安
心
で
環
境
保

　

全
に
配
慮
し
た
広
域
ご
み
処
理
シ

　

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
効
果
的
・
効

　

率
的
な
処
理
を
実
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
で
は
、
将
来
の
ご
み

焼
却
量
に
つ
い
て
、
１
人
１
日
あ
た

り
家
庭
系
ご
み
量
を
平
成
35
年
度
に

平
成
20
年
度
と
比
較
し
て
８
％
減
と

な
る
よ
う
目
標
値
を
設
定
し
て
お
り

ま
す
。

施
設
整
備
構
想

　

新
施
設
で
処
理
す
る
ご
み
は
、
家

庭
お
よ
び
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

可
燃
ご
み
と
粗
大
ご
み
で
す
。
そ
の

た
め
、
整
備
す
る
施
設
は
熱
回
収
施

設
（
ご
み
焼
却
施
設
）
と
粗
大
ご
み

処
理
施
設
で
す
。

　

排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
は
年
間
５

５
，
６
４
５
ト
ン
を
見
込
み
、
熱
回

収
施
設
の
規
模
を
１
日
あ
た
り
２
２

８
ト
ン
と
算
定
し
ま
し
た
。
ご
み
の

焼
却
処
理
に
伴
っ
て
発
生
し
た
熱
を

回
収
し
、
発
電
や
高
温
水
、
高
温
空

気
と
し
て
有
効
活
用
す
る
計
画
で
す
。

　

な
お
、
発
電
量
の
試
算
で
は
、
２

炉
運
転
時
に
お
い
て
、
場
内
電
気
使

用
量
１
，

７
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
対

し
、
１
，

９
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発

電
が
可
能
で
、
２
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
余
剰
電
力
が
発
生
す
る
見
込
み
で

す
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
は
年
間
４
，

５

８
４
ト
ン
を
見
込
み
、
粗
大
ご
み
処

理
施
設
の
規
模
を
１
日
あ
た
り
22
ト

ン
と
算
定
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
施
設
の
建
設
費
用
は
、
約

１
５
０
億
円
と
試
算
し
、
建
設
時
期

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
の
３

ヶ
年
を
計
画
し
て
い
ま
す
。


